
第６１９回福崎町教育委員会会議録

開催日時 令和２年１０月２７日（火） ９時００分～９時５０分

開催場所 南但馬自然学校への視察における移動車内

出席委員 髙橋 渉、石川 治、井奥智子、中田貴子

事務局 学校教育課長 大塚謙一、学校教育指導員 三輪和幸、社会教育指導員 鍛示 聡

１、開会

２、６１８回議事の報告を会議録により行いましたが、車中のため修正があれば１週間以内

を目途に事務局まで連絡いただくことで承認されました。本会の署名委員として石川委

員・井奥委員を指名しました。

３、教育長報告

（１）園・小・中学校の様子

・こども園 入園のために就労を考える親がある。

・小学校 修学旅行。高岡小で発熱のため1日目で帰宅する児童が１名あった。
・中学校 不登校、別室登校の増加。教員の健康問題が心配されている。

（２）確認事項

① 来年、福崎町制６５周年。ＮＨＫラジオ体操に申込。（会場：田原小）

② トライやる・ウィーク。１８６名の受入／１７１名在籍。

（福崎インター自動車学校の受け入れキャンセルあり）

③ 自然学校でのドライヤーは使えない（電気容量不足のため）

④ 中学校で補充学習開始。

（３）報告事項

① 修学旅行 … 実施報告（小２名と中７名が欠席）

東中４名。不登校気味２名、コロナ不安１名、急病１名 計４名。

西中３名。不登校気味２名、サッカー１名。計３名

② いじめ … 調査指導中あり（福崎小）。詳しいことは解決後に報告する。

③ 長期欠席児童生徒について…不登校、病気、その他（小８名＋中１７名＝２５名）

④ 合唱の実施 … 八千種小・西中は中止、その他縮小

⑤ 東中 … テニスコート。打球音がうるさいなどの苦情あり。このように感じている人

がいることを認識しておいてほしいという要望であった。東中校長に連絡。

（４） 学校の課題（教頭として）

① （高岡小）新１．２年でも、複式学級になるかどうか。職員配置、時間割など。

② （福崎小）生徒指導上の課題に追われている。

③ （田原小）特別支援学級生の出入りによる学級編制。２６名の予定。

④ （八千種小）３年生が落ち着かず、体育や音楽で指導困難。

⑤ （西中）夏季休暇や代休が取れない（土日に、種目別などの各種大会が毎週あるため）

⑥ （東中） 交通マナーが改善されない。教員の健康も懸念。

（５） 今後の予定

資料により説明。



４、協議事項

（１）大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則について

（２）福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則

について

協議事項としまして、大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則、福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規

則について、資料の7～12ページにお示ししています。
三木家住宅における新旧対照表としまして、資料の9～10ページをご覧ください。
この施設は、公の施設として設置及び管理に関する条例を定め、その施行規則で施設の開館時間

や休館日を定めています。

主屋以外の指定管理者が管理する部分につきましては、宿泊事業を伴うことから休館日はないも

のとして定めていましたが、指定管理業務のオープンにあたり休館日を水曜日、水曜日が休日に

該当する場合はその翌開館日とすることから、別表を改めようとするものです。

加えまして、町への申請手続きの簡素化を目指し、印鑑を持参しなくても申請ができるよう見直

しを進めるため、様式の押印欄を削除いたします。

辻川界隈歴史・文化館、旧の辻川郵便局のことですが、こちらの施設も同様に休館日を見直し

しています。新旧対照表につきましては、資料の12ページとなります。
よろしくお願いいたします。

５、報告事項

〈学校教育課〉

（１）建設工事等の進捗状況について

資料に基づき説明しました。進捗率は10月15日現在です。
一つ目は、給食センターの空調設備改修工事です。進捗率は１００％です。

二つ目は、GIGAスクールネットワーク用校内LAN構築整備業務委託です。小学校のＬＡＮ配
線が完了し、現在福崎西中学校でＬＡＮ工事を実施しています。進捗率は５０％です。

三つ目は、福崎小学校北校舎長寿命化改修工事です。９月１７日から現場事務所の設置やご

みステーションの移動などを実施しています。進捗率は１０％です。

四つ目は、福崎東中学校グラウンド南側フェンス修繕他工事です。福崎東中学校のネットフ

ェンスの張替を行います。フェンス高さが3.7ｍ、延長は52.0ｍです。あわせて田原小学校グ
ラウンド南側フェンスの改修を行います。高さが1.5ｍのフェンスを、撤去新設が延長33.0ｍ、
フェンスの張替が延長32.0ｍです。進捗率は２０％です。
五つ目は、福崎小学校北校舎長寿命化改修工事にかかる工事監理業務委託です。進捗率は改

修工事と同じ１０％です。

（２）給食費及びこども園利用者負担の収入状況について

資料に基づき説明しました。上の表は、学校給食費です。表の一番下合計欄の隣【現年度

調定額5,570,933円に対し、収入済額は5,182,434円。過年度分は調定額1,098,345円、収入済額
は526,354円です。９月３０日現在では収入未済額がありますが口座振替等の関係であり、現
在は未納はありません。

下の表は、こども園等の利用者負担（保育料）で、現年度調定額11,703,030円に対し、収入
済額は11,658,530円です。過年度分は調定額162,300円に対し、収入済額は0円（昨年0円）で
すが、これはお一人、居所不明で執行停止をかけている方の分で令和2年度末に不能欠損を予
定しています。



（３）学童保育園･放課後子ども教室利用状況について

資料に基づき説明しました。４月から９月の月ごとの利用者の平均人数と1日の最大利用人
数を集計しています。西部学童保育園では、月曜日～金曜日の月別の平均人数は表にあると

おりですが、４月～９月で約４２人、最大は４月の６４人です。

東部学童保育園では、月曜日～金曜日の月別の平均人数は表にあるとおりですが、４月～

９月で約５２人、最大は６月の７１人です。

下段の表は、放課後子ども教室の利用状況で、田原小学校は月曜日に、八千種小学校は火

曜日に小学校１年生が利用するもので、利用状況はご覧のとおりであります。

（４）給食センター異物混入に係るアンケート調査結果について

資料に基づき説明しました。福崎町が米の炊飯とパンの加工、配送業務をお願いしてい

る業者に、同じ業者へ依頼されている他市町の給食センターに異物混入状況のアンケートを

実施しました。その結果であります。施設名については相手先市町から明記することは控え

ていただきたいとの申し出がありＡＢＣで表示しています。

上が米の炊飯で４施設あります。虫、毛髪等、金属、カビ、その他で令和元年度２１件、

令和２年度は６月の給食開始から７月までの２か月間で１０件となっています。

下がパンで６施設あります。令和元年度１５件、令和２年度は６月の給食開始から７月ま

での２か月間で８件となっています。

（５）教育委員会事務事業評価委員会について

資料に基づき説明しました。地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき行うもの

で、資料１８ページが委員名簿となっています。

令和元年度の評価をいただくにあたり、開催予定は昨年度と同様に委員会を３回開催して

いただく予定としております。すでに１０月１５日（木）に第１回を開催しました。評価に

ついてのすすめ方について説明するとともに、福崎小学校北校舎と大庄屋三木家の副屋を活

用した「播磨福崎 蔵書の館」を視察いただきました。第２回、第３回は資料のとおり開催

する予定です。

（６）その他

主な行事については教育長報告にあったとおりであります。

〈社会教育課〉

（１）大庄屋三木家住宅、辻川界隈歴史・文化館（旧辻川郵便局）の活用について

・宿泊・飲食施設の地域向け内覧会について

指定管理業務の開始にあたり地域向け内覧会を開催しました。文化財の活用をまちづ

くりに活かしつつ、地域社会総がかりで継承に取り組んでいくためには、地域の方々に

この取り組みを知っていただき、三木家住宅や歴史・文化館を身近に感じていただくこ

とが重要であることから、地域の方を対象とした宿泊施設や飲食施設の内覧会を10月26
日(月)午後１時から開催しました。１１８名の参加がありました。

・三木家住宅主屋活用の提案について

三木家住宅主屋活用の提案としまして、宿泊客の大半は、柳田國男先生との関わりと

して三木家住宅に興味をお持ちの方だと推測できることから、指定管理者としても主屋

の活用も含めた文化財の価値や魅力を広く社会に周知したいとの思いで、活用方法につ

いての提案を受けています。その活用案は、講演会や展示会の開催、これまでにも何回

か実施してきたミニコンサートや運営事業者が主な業務としている結婚式が挙げられて

います。



（教育長）（株）ＰＡＧＥは年間50組の結婚式開催を希望したが、10組となった。

（２）日本民俗学会研究奨励賞（福崎町賞）について

柳田國男の生誕地、民俗学のふるさと として、福崎町を全国に広く発信するため、日本

民俗学会が実施する 研究奨励賞に 副賞として10万円を贈ることとしております。
今年度は、神奈川大学 日本常民文化研修所 特別研究員 市東真一(しとう しんいち)さん

が受賞され、10月11日に開催されました日本民俗学会 第72回 年会において、授賞式が行
われ、写真のとおり福崎町 賞として、教育長より授与いたしました。

（教育長）受賞者の講演会について、昨年度の受賞者も講演会を開催できていないので、

どのようにするか検討する。

（３）入札結果について

山崎地区ほ場整備事業に伴う試掘調査業務委託につきましては、山崎地区のほ場整備事

業に先駆けて埋蔵文化財の有無を確認するための調査を実施しようとするもので、9月30日
に入札を執行し3,261,500円で㈱アコード神戸営業所が落札しています。

（４）主な行事予定について

主な行事予定としまして、資料の27ページをご覧ください。
文化センターでの23番、ウインタースクールにつきましては、東中での応募が1名だった

ため、学校からその友達に声掛けを行っていただきましたが、希望者がなく応募を取り消

されることとなってしまいました。

また、西中では、3名の生徒から3日間（11/21､12/5､12/12）の応募があり、その日程で開
催いたします。

体育館では、町民親善グラウンドゴルフ大会の中止を決定しています。

記念館のふるさと賞の応募者が資料28ページのとおり７名となりましたが、10月24日(土)
～11月29日(日)の会期で福崎町子どもふるさと賞コーナーを開催しています。

（柳田國男・松岡家記念館、2階会議室から会議室前に会場変更）
手づくり年賀状づくりに向けた岩田健三郎さんの版画教室を12月6日に開催します。

６、閉会

以 上

署名委員 石 川 治

署名委員 井 奥 智 子


